
◆第１回（平成10年・1998年度）
　栗山　民也 ――「エヴァ、帰りのない旅」（3月＝紀伊國屋ホール）、「今宵か

ぎりは…」（6月＝新国立劇場）の演出
◆第２回（平成11年・1999年度）

鵜山　　仁 ――「おばかさんの夕食会」（5月〜6月＝シアターコクーン）、「夢
の島イニシュマーン」（10月＝紀伊國屋ホール）の演出

◆第３回（平成12年・2000年度）
小池修一郎 ――　ミュージカル「エリザベート」（6月〜8月＝帝国劇場）の演

出
◆第４回（平成13年・2001年度）

　宮田　慶子 ――　演劇「赤シャツ」（5月＝紀伊國屋ホール）、「サラ」（9月〜
10月＝サンシャイン劇場など）、「悔しい女」（11月＝本多
劇場）の演出

◆第５回（平成14年・2002年度）
高瀬　久男 ――　「スカイライト」（2001年11月〜12月＝OFF・OFFシアター）、

  「アラビアンナイト」（7月〜 8月＝青山円形劇場）の演出
◆第６回（平成15年・2003年度）

松本　　修 ――「AMERIKA」（3月＝シアタートラム）、「現代日本戯曲再発
見シリーズ Vol.2」（8月＝ザ・スズナリ）の演出

◆第７回（平成16年・2004年度）
　丹野　郁弓 ――「明石原人」（2月＝紀伊國屋ホール）、「スポイルズ・オブ・

ウォー」（10月＝紀伊國屋サザンシアター）の演出
◆第８回（平成17年・2005年度）

　松本　祐子 ――「ぬけがら」（5月＝文学座アトリエ）、「ピーター・パン」（7
月＝東京国際フォーラムＣホール）の演出

◆第９回（平成18年・2006年度）
いのうえひでのり ――「メタル マクベス」（5〜6月＝青山劇場）の演出

◆第10回（平成19年・2007年度）
鈴木　裕美 ――「宝塚 BOYS」（6月＝ルテアトル銀座）、「たとえば野に咲く

花のように――アンドロマケ」（10月〜11月＝新国立劇場）
の演出

◆第11回（平成20年・2008年度）
　森　新太郎 ――「田中さんの青空」（5 月＝ステージ円）、「孤独から一番遠い

場所」（10～11月＝ステージ円）の演出
◆第12回（平成21年・2009年度）

　山田　和也 ――　ミュージカル「シラノ」（5 月＝日生劇場）、「ラ・カージュ
・オ・フォール」（2008年12 月＝日生劇場）の演出

◆第13回（平成22年・2010年度）
　熊林　弘高 ――「おそるべき親たち」（10 月～ 11 月＝東京芸術劇場）の演

出
◆第14回（平成23年・2011年度）

中津留章仁――「背水の孤島」（9 月＝笹塚ファクトリー）の演出

千田是也賞
※ 第20回で終了



◆第15回（平成24年・2012年度）
伊藤　　大――「THAT FACE 〜その顔」（6 月＝青年座劇場）の演出

◆第16回（平成25年・2013年度）
小川絵梨子――「ピローマン」（３月＝下北沢「劇」小劇場）、「帰郷」（６月＝

シアター風姿花伝）、「OPUS/ 作品」（９月＝新国立劇場）の
演出

◆第17回（平成26年・2014年度）
上村　聡史――「アルトナの幽閉者」（2 月～ 3 月＝新国立劇場）「信じる機械」

（5 月～ 6 月＝文学座アトリエ）「炎 アンサンディ」（9 月～
10 月＝世田谷パブリックシアター）の演出

◆第18回（平成27年・2015年度）
行定　　勲――「ブエノスアイレス午前零時」（2014 年 11月〜12 月＝新国

立劇場など）、「タンゴ・冬の終わりに」（15 年 9 月〜10 月
＝パルコ劇場など）の演出

◆第19回（平成28年・2016年度）
藤井　ごう―― 「カムアウト２０１６←→１９８９」（２０１6 年３月＝ザ・スズナリ）

「郡上の立百姓」（９月＝紀伊國屋ホールなど）「海ゆかば水漬
く屍」（１０月＝スペース雑遊）の演出

◆第20回（平成29年・2017年度）
野村　萬斎――「子

し

午
ご

線
せん

の祀
まつ

り」（７月＝世田谷パブリックシアター）の演出


